
行
政
管
理
▼

情
報
公
開
審
査
会
委
員

古
谷
薫(

山
王)

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員

天
野
博
子(

桜)

柴
田
一
宏(

外
旭
川)

交
通
安
全
▼

交
通
指
導
隊
員

鈴
木
幸
夫(

雄
和)

酒
井
慶
一(

雄
和)

加
藤
忠
治(

浜
田)

自
治
振
興
▼

地
域
審
議
会
委
員

佐
藤
剛(

雄
和)

池
田
剛(

雄
和)

町
内
会
長

八
栁
隆
司(

手
形)

菅
道
子(
中
通)

瀧
澤
文
雄(
山)

菊
地
宏(

保
戸
野)

本
間
隆
一
郎(

保
戸
野)

宇
佐
見
昭
一(

保
戸
野)

伊
藤
誠(

八
橋)

佐
藤
勇(

八
橋)

寺
島
好
太
郎(

大
町)

田
口
善
一(

大
町)

勝
見
篤
司(

旭
南)

大
友
峰
廣(

川
尻)

碇
屋
隆
志(

川
元)

伊
藤
正
治(

山
王)

大
森
徹(

川
尻)

栁
原
利
雄(

茨
島)

舟
木
榮
治(

牛
島)

佐
々
木
勉(

添
川)

川
上
隆
司(

手
形)

春
日
幸
夫(

濁
川)

加
賀
谷
秋
雄(

広
面)

武
内
仁(

横
森)

鎌
田
豊(

横
森)

嵯
峨
恭
榮(

太
平)

佐
藤
健
悦(

外
旭
川)

加
賀
屋
満(

将
軍
野)

千
蒲
春
雄(

下
新
城)

髙
田
登(

下
新
城)

石
井
友
孝(

仁
井
田)

佐
藤
洋
一(

下
浜)

奈
良
隆
吉(

金
足)

鎌
田
英
文(

河
辺)

小
野
寺
平
良(

河
辺)

齊
藤
學(
河
辺)

     

社
会
福
祉
▼

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
リ
ー
ン
会
／
グ
リ
ー

ン
ク
ラ
ブ
／
都
美
峰
会

民
生
委
員･

児
童
委
員

     

石
井
ヱ
ミ
子(

新
屋)

平
澤
守(

土
崎
南)

菅
野
悠
子(

下
新
城)

大
山
弘
美(

土
崎)

加
　
武
美(

飯
島)

浅
野
良
夫(

飯
島)

千
蒲
久
義(

飯
島)

奈
良
祐
一(

広
面)

加
賀
谷
重
孝(

土
崎
南)

佐
藤
栄
一(

土
崎
南)

三
浦
利
行(

四
ツ
小
屋)

辻
正(

八
橋)

髙
橋
東
洋
治(

御
所
野)

小
松
勇(

築
山)

伽
羅
谷
政
男(

土
崎)

野
中
利
雄(

港
北)

武
田
芳
子(

寺
内)

石
井
進(

八
橋)

桂
川
タ
ミ
子(

八
橋)

尾
形
益
治
郎(

新
屋)

石
井
惠
美
子(

仁
井
田)

長
谷
川
俊
二(

広
面)

幸
野
道
子(

旭
川)

外
山
宗
平(

寺
内)

菊
地
満
紀
子(

泉)

佐
々
木
昌
子(

泉)

齋
藤
緑(

寺
内
小)

成
田
成
子(

寺
内
小)

佐
川
孝
英(

中
通)

山
内
洋
子(

旭
北)

柏
谷
昭
治(

牛
島)

塩
谷
正
文(

牛
島)

髙
橋
勝(

土
崎)

石
川
眞
二(

外
旭
川)

保
健･

医
療
▼

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長

加
藤
陸
　(

浜
田)

秋
山
勇
𠮷(

旭
川)

鈴
木
惠
美
子(

四
ツ
小
屋)

環
境
▼

不
法
投
棄
監
視
員

田
口
忠
次(

河
辺)

吉
田
善
勝(

雄
和)

田
中
一
子(

保
戸
野)

若
杉
憲
一(

新
屋)

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

◆
功
労
者
を
表
彰

市
勢
発
展
へ
の
貢
献
を
称た

た

え
て

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の
秋
田
市
役

所
開
庁
に
ち
な
ん
で
昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
７
月
６
日

(月)
に
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市
勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
112
人
、
７
団
体

を
表
彰
し
ま
す
。
総
務
課
☎(

８
６
６)
２
０
０
７

秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
地
域
福

祉
の
向
上
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
西
部
地
域
住

民
自
治
協
議
会
会
長
と
し
て
市
民
協
働･
都
市
内

地
域
分
権
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

野の

口ぐ
ち

良
孝

よ
し
た
か

さ
ん(

新
屋)

秋
田
市
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
農
業
政
策

へ
の
建
議･

要
望
の
提
出
と
農
地
転
用
な
ど
に
対

す
る
助
言･

指
導
を
行
う
な
ど
、
適
正
な
農
地
行

政
の
執
行
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

齊
藤

さ
い
と
う

善
彦

ぜ
ん
ひ
こ

秋
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し

て
適
正
な
審
査
に
努
め
、
税
制
度
の
公
平
性
の
確

保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鈴す
ず

木き

玲れ
い

子こ

７
月
６
日
(月)
午
後
２
時
〜
　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

記
念
日
式
典

一般表彰(敬称略)

さ
ん(

雄
和)

さ
ん(

保
戸
野)

＊(　)内は住所。民生委員･児童委員は担当地区名。

功労者表彰

４



廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員

北
村
知
子(

四
ツ
小
屋)

石
郷
岡
誠(

泉)

産
業
振
興
▼

商
業
振
興

片
谷
信
一(

保
戸
野)

井
村
博(

保
戸
野)

安
倍
太
郎(

新
藤
田)

林
道
管
理
責
任
者

佐
藤
仁
太
郎(

河
辺)

佐
藤
政
光(

雄
和)

工
藤
忠
兵
衛(

雄
和)

佐
々
木
強(

雄
和)

教
育･

文
化
▼

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

石
塚
昭
信(

河
辺)

青
少
年
育
成

東
海
林
光
子(

山)

伊
藤
妙
子(

川
尻)

渡
邊
清
明(

土
崎
港)

益
子
定
憲(

寺
内)

齋
藤
豊(

新
屋)

鎌
田
勇(

上
北
手)

渡
邉
達
夫(

上
新
城)

渡
邉
静
雄(

上
新
城)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人

柴
田
千
枝
子(

川
元)

畠
山
登
代
子(

手
形
山)

井
勇(

将
軍
野)

成
澤
明
子(

土
崎
港)

加
藤
裕
子(

河
辺)

北
原
和
子(

御
野
場)

佐
々
木
妙
子(

河
辺)

体
育

加
藤
勝
美(

浜
田)

消
防･

防
災
▼

自
主
防
災
組
織

旭
南
地
区
自
主
防
災
組

合
連
合
会
／
羽
川
町
内

会
自
主
防
災
隊
／
金
足

地
域
自
主
防
災
組
合
／

戸
賀
沢
自
治
会
自
主
防

災
隊

●大森山動物園☎(828)5508
●千秋美術館☎(836)7860
●赤れんが郷土館☎(864)6851
●民俗芸能伝承館☎(866)7091

６月３日、秋田南消防署河辺分署の開署式を行いま

した。河辺分署は、河辺市民サービスセンターのとな

り北西側に新築したもので、放水訓練場や屋外訓練塔

を併設しています。

同署はこれからも、河辺地域の防災拠点として、市

民のみなさんの安全･安心を守ります。

秋田南消防署河辺分署☎(882)3300

秋田南消防署河辺分署が開署
河辺地域の“安全･安心”を守ります

大
森
山
動
物
園

６月12日、スポーツ振興の推進に関する協定を大塚

製薬株式会社と締結しました。

協定では、市が実施するスポーツ振興事業への飲料水

などの提供や、同社が行う熱中症予防対策のための販売

促進事業に市が協力し、その売り上げの一部をスポーツ

振興事業の推進を目的に市に寄付していただくことな

どを定めています。スポーツ振興課☎(866)2247

大塚製薬株式会社と協定を締結
“はずむ！スポーツ都市”をサポート

河
野
敦
夫
仙
台
支
店
長(

左)

と

穂
積
市
長
。
右
は
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の｢

ス
ポ
ま
る｣

開署式でのテープ

カットの様子

７月12日(日)｢市の記念日｣
に次の施設を無料開放！

…同館の貸出施設は有料です。

市 政
ト ピ ッ ク ス

河辺分署で救急救命講習を実施します
心肺蘇生法やAEDの使い方など。先着20人。

日時u７月25日(土)9:00～12:00

申込u７月４日(土)から河辺分署☎(882)3300

建物外観 屋外訓練塔

●旧金子家住宅☎(866)7091
●佐竹史料館☎(832)7892
●久保田城御隅櫓☎(832)1298
●旧黒澤家住宅☎(831)0285

広報あきた　平成27年７月３日号５


